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鷹山関連年表 

 

鷹山関連事項 祇園祭関連事項 

応仁の乱以前 「鷹つかひ山」が後祭の巡行列

に参加[文献 1] 

  

  応仁元-文明 9 

（1467-1477） 

応仁の乱により祇園祭が中止と

なる 

明応 9年（1500） 「たか山」「鷹山」が後祭の巡行

列に参加[文献 1] 

明応 9年（1500） 祇園祭が 33年ぶりに復興、山鉾

36基が出るに際して籤を取る 

  天文 2年（1533） 法華一揆により神事が中止され

るが山鉾の巡行は行われる 

  宝永 5年（1708） 宝永の大火 

寛保 2年（1742） 日覆の屋根を付けて巡行か   

天明 2年（1782） 山新調、屋根は前後に分かれる

[文献 8・9・11] 

  

天明 8年（1788） 天明の大火で罹災 

正月「大火車木柄等焼失」[文献

17] 

6月舁山にて巡行[文献 17] 

天明 8年（1788） 大火により多くの山鉾が罹災、

以後 20 年ほどかけて順次山鉾

が復興 

  寛政 3年（1791） 北観音山が巡行に復帰 

  寛政 6年（1794） 岩戸山が大屋根で巡行に復帰 

  寛政 8年（1796） 南観音山が巡行に復帰 

  寛政 9年（1797） 北観音山が大屋根で巡行 

（但し絹張青色障子天井） 

寛政 10年（1798） 曳山に復する[文献 14]、前後屋

根の形式を踏襲[文献 15] 

  

文化 7年（1810） 屋根木地新調[文献 17]、前後屋

根の形式を廃し大屋根に[文献

23] 
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鷹山関連事項 祇園祭関連事項 

文政 3年（1820） 屋根塗一式・金物類・二番水引・

欄縁総角・欄縁房掛を新調[文献

18・19] 

「金箔置前後草木花極彩色、屋

根垂木裏垂木間金箔置、源章画」

[文献 17] 

  

文政 9年（1826） 大風雨により罹災[文献 20]   

文政 10年（1827） 休み山に   

  文政 11年（1828） 北観音山が本格的な大屋根建

設、それに伴い胴組・石持新調 

  天保 5-8年 

（1834-1837） 

横山華山「祇園祭礼図巻」[絵画

17]を描く 

  嘉永元年（1848） 冷泉為恭「祇園祭礼図巻」[絵画

19]を描く 

元治元年（1864） 元治の大火で罹災 元治元年（1864） 元治の大火で多くの山鉾が罹災 

  明治 10年（1877） 太陽暦の採用により祭日が 7 月

17日と 24日に改められる 

  明治 12年（1879） 全ての山鉾が御所に参じる 

明治 14年（1881） 会所飾用の衣装などを新調   

  大正 12年（1923） 山鉾連合会が組織される 

  昭和 18年（1943） アジア太平洋戦争のために以後

4年間山鉾の巡行が休止される 

  昭和 25年（1950） 後祭（24日）の巡行復活 

  昭和 27年（1952） 菊水鉾が仮鉾で巡行復帰 

  昭和 31年（1956） 前祭が寺町通を北上し、御池通

を西進する巡行路に変更される 
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鷹山関連事項 祇園祭関連事項 

  昭和 36年（1961） 前祭が河原町通を北上し、御池

通を西進する巡行路に変更され

る 

  昭和 37年（1962） 「祇園祭山鉾」29基が国の重要

民俗資料に指定される（のち重

要有形民俗文化財に名称変更） 

  昭和 41年（1966） 24 日の後祭巡行が 17 日の前祭

巡行に合同される 

  昭和 54年（1979） 「京都祇園祭の山鉾行事」が国の重

要無形民俗文化財に指定される 

綾傘鉾が再興、巡行に加わる 

  昭和 56年（1981） 蟷螂山が再興、巡行に加わる 

  昭和 63年（1988） 四条傘鉾の「棒振りばやし」が再興、

巡行に加わる 

平成 20年（2008） 「鷹山装飾品」（13点）が京都市

有形民俗文化財に指定される 

  

  平成 21年（2009） 「京都祇園祭の山鉾行事」がユ

ネスコ無形文化遺産に登録され

る 

平成 24年（2012） 鷹山の歴史と未来を語る会設立   

平成 26年（2014） 囃子方設立 平成 26年（2014） 後祭巡行が復活 

大船鉾が再興、巡行に加わる 

平成 27年（2015） 一般財団法人鷹山保存会設立   

平成 28年（2016） 公益財団法人鷹山保存会発足 平成 28年（2016） 「京都祇園祭の山鉾行事」を含

む全国 33件が「山・鉾・屋台行

事」としてユネスコ無形文化遺

産に登録される 

 

 

（京都市文化財保護課） 
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（１） 鷹山に関する絵画史料一覧表 

 
 

 

 

 

 

凡例 

一、「作品名称」欄の名称は絵画作品を「 」、書籍類を『 』で記し、筆者が判明する場合は（ ）内に記す。なお、絵画

のうち、巻子本形式の作品名称に関しては、特記するもの以外、「図巻」で統一した。 

一、書籍について、所蔵者が複数に及ぶ場合は、「所蔵」欄にその旨を記載している。「所蔵」欄の略称は掲出順に次のとお

りである。京博（京都国立博物館）、京大図（京都大学附属図書館）、天理図（天理大学附属天理図書館）、國學院博（國

學院大學博物館）、歴彩館（京都府立京都学・歴彩館）、刈谷図（刈谷市中央図書館）、東博（東京国立博物館）、早大図

（早稲田大学附属図書館） 

一、本表は京都市文化財保護課 安井雅恵・山下絵美が作成した。 

  

No. 名称（筆者） 員数 材質技法 制作年代 所蔵 備考

1 「日吉山王祇園祭礼図屏風」 6曲1双 紙本著色 室町時代（16世紀） サントリー美術館
片隻に祇園祭、片隻に日吉

山王祭礼をそれぞれ描く

2 「祇園祭礼図屏風」 6曲1双 紙本金地著色 寛永(1624-44)前半 京博

3
「祇園祭礼図屏風」

（海北友雪）
6曲1隻 紙本著色 明暦年間（1655-58)

（公財）八幡山保存

会

後祭を描く隻のみ現存、

京都市指定文化財

4 『祇園御本地』 4巻3冊 版本
承応・明暦

（1652-58）頃
京大図、天理図など

5 「祇園祭礼図巻」 2巻 絹本著色 17世紀後半 永青文庫

6 「祇園祭絵」 1巻 紙本著色 17世紀後半 神宮徴古館 後祭を描く巻のみ現存

7 「祇園祭礼図巻」 1巻 紙本著色 17世紀後半 國學院博 後祭を描く巻のみ現存

8 「祇園祭礼図巻」 2巻 紙本著色 17世紀後半 個人

9 「祇園祭礼図屏風」 6曲1双 紙本著色 17世紀後半 個人

10 「祇園祭礼図屏風」 6曲1双 紙本著色 17世紀後半 個人

11 『宝永花洛細見図』 15冊 版本 宝永元年(1704)
京大図(谷村文庫)、

歴彩館など

12 『祇園祭会図偈』 1冊 版本 正徳6年(1716) 刈谷図、個人

13 「祇園祭礼図屏風」 6曲1双 紙本金地著色 寛保2年(1742)頃 溝咋神社（茨木市）

14 『祇園会細記』 3冊 版本 宝暦7年(1757) 歴彩館など

15
『諸国図会年中行事大成』

（速水春暁斎〈恒章〉）
6冊 版本 文化3年(1806) 東博、早大図など

16
「鷹山御神体人形図」

（信直敬）
1幅 紙本淡彩 天保2年（1831） （公財）鷹山保存会

17
「祇園祭礼図巻」

（横山華山）
1巻 紙本著色 天保5-8年(1834-37) 個人

18
『祇園会御祭礼　山鉾之由来』

（有楽斎長秀）
1冊 版本 天保7年(1836) 個人

19
「祇園祭礼図巻」

（冷泉為恭）
1巻 絹本著色 嘉永元年(1848) 國學院博

20
「京都祇園祭礼鉾之図」

（五雲亭貞秀）
3枚続 大判錦絵 弘化4-嘉永5(1847-52) 歴彩館
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（２） 鷹山に関する絵画史料 

  

1「日吉山王祇園祭礼図屏風」（サントリー美術館） 2「祇園祭礼図屏風」（京都国立博物館） 

  

3「祇園祭礼図屏風」（八幡山保存会） 4『祇園御本地』（京大図） 

  

5「祇園祭礼図巻」（永青文庫） 6「祇園祭絵」（神宮徴古館） 

 

No image 

No image 



第 5章 史料編 

116 

 

  

7「祇園祭礼図巻」（國學院大學博物館） 10「祇園祭礼図屏風」（細見美術館） 

  

11『宝永花洛細見図』（京大図） 12『祇園祭会図偈』（個人） 

  

13「祇園祭礼図屏風」（溝咋神社） 14『祇園会細記』（京都市歴史資料館） 

No image 
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15『諸国図会年中行事大成』（個人、立命館大学ア

ート・リサーチセンター提供、Ebi0469-6） 

17「祇園祭礼図巻」（個人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

16「鷹山御神体人形図」（鷹山保存会） 

  
18『祇園会御祭礼 山鉾之由来』（個人） 19「祇園祭礼図巻」（國學院大學博物館） 

 

凡例 

一、本図版集は「鷹山に関する絵画史料一覧表」から主要な作品を抜粋して掲載したものである。 

一、図版のキャプションに記した番号は、「鷹山に関する絵画史料一覧表」の通し番号に対応している。 

一、作品名称の後ろの（  ）内には所蔵者を記した。版本の場合は、掲載図版本の所蔵者を記した。 

一、掲載史料は、いずれも鷹山の描写を含む部分図である。
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2 文献史料 

 

2 文献史料 .......................................................................................... 119 

（1） 鷹山に関する文献史料一覧表 ....................................................................... 120 

（2） 鷹山に関する文献史料 .................................................................................. 180 

（3） 御神体人形意匠対照表 .................................................................................. 182 

（4） 懸装品意匠対照表 ......................................................................................... 184 
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（１） 鷹山に関する文献史料一覧表 

 

凡例 

一、掲載した文献史料は、鷹山の木部・御神体人形・懸装品に関連する史料を主体とし、かつ鷹山の歴史に欠くことのでき

ない史料を収集したものである。 

一、「史料名」欄の名称は、書籍類を『 』、文書類を「 」で記した。 

一、「史料群名」欄の略称は掲出順に次のとおりである。八坂神社（八坂神社文書）・三条衣棚（三条衣棚町文書）・六角町

（六角町文書）。 

一、史料群「三条衣棚町文書」に属する史料の名称は、京都府立京都学・歴彩館での文書名に準拠した。 

一、「形態」欄は、版本のみ分類を示した。 

一、「所蔵」欄の略称は掲出順に次のとおりである。歴彩館（京都府立京都学・歴彩館）、刈谷図（刈谷市中央図書館）。また

祇園祭山鉾連合会・各保存会については、「公益財団法人」の表記を省略した。 

一、本表は京都市文化財保護課 山下絵美が作成した。  

和暦 西暦

1 「祇園会山鉾事」 八坂神社 ― 永禄3年 1560 竪帳 1冊 ― ― 八坂神社
（1）
179

2 『祇園祭会図偈』 ― ― 正徳6年 1716 版本 1冊 ― ― 刈谷図、個人
（1）
179

3 「鷹山かざり物覚」 三条衣棚
館古531
-7975

宝暦6年6月27日 1756 状 1通 衣棚北町 ― 歴彩館
（1）
179

4 『祇園会細記』 ― ― 宝暦7年 1757 版本 3冊 ― ― 歴彩館ほか
（2）
178

5 「預物・蔵入置物留帳」 三条衣棚
館古531
-8097

宝暦8年6月 1758 横帳 1冊 ― ― 歴彩館
（3）
177

6 「見送り縫寄附帳」 三条衣棚
館古531
-8098

明和3年6月吉日 1766 竪帳 1冊 鷹山町 ― 歴彩館
（6）
174

7 「車新調代銀二ツ割証文」 三条衣棚
館古531
-7982

安永5年6月 1776 状 1通 北・南袋屋町 鷹山町 歴彩館
（7）
173

8 「鷹山家台修復」 三条衣棚
館古531
-8102

天明元年6月吉日 1781 横帳 1冊 ― ― 歴彩館
（8）
172

9 「祗園会入払帳」 三条衣棚
館古531
-8096

元文4年6月吉日 1739 横帳 1冊 鷹山町 ― 歴彩館
（36）
144

10 「鷹山人形・飾付一式覚」 三条衣棚
館古531
-8103

天明2年6月 1782 状 1通 衣棚北町 ― 歴彩館
（37）
143

11 「鷹山人形・飾付一式覚」 三条衣棚
館古531
-8105

天明5年6月 1785 状 1通 衣棚北町 ― 歴彩館
（37）
143

12 「鷹山餝付書上」 三条衣棚
館古531
-7995

寛政5年6月 1793 状 1通
衣棚北町

年寄治兵衛
― 歴彩館

（38）
142

13 『祇園会山飾附品』 ― ― 寛政5年 1793 竪帳 1冊 五十嵐源五 ―
祇園祭山鉾連合
会（複写）

（39）
141

14 「口上覚」 三条衣棚
館古531
-8109

寛政10年3月 1798 状 1通 ― ― 歴彩館
（39）
141

15 「山飾附之事」 三条衣棚
館古531
-8111

享和3年6月 1803 状 1通 三条通鷹山町 ― 歴彩館
（40）
140

16 『増補 祇園御霊会細記 参』 ― ― 文化11年 1814 版本 1冊 ― ― 役行者山保存会
（40）
140

17 『祇園会山鉾装鈔』（十四日部） ― ― 文政元年 1818 横帳 1冊 服部敏夏 ― 歴彩館
（41）
139

18 「鷹山屋根塗一式ほか取替届書案」 三条衣棚
館古531
-8002

文政3年5月 1820 状 1通 鷹山町月行事 雑色四名 歴彩館
（42）
138

19 「鷹山屋根塗一式ほか取替届書案」 三条衣棚
館古531
-8003

文政3年5月 1820 状 1通 鷹山町月行事 雑色四名 歴彩館
（43）
137

20 「鷹山破損ニ付諸方掛合」 三条衣棚
館古531
-8122

文政10年5月 1827 状 1通
三条通鷹山町
年寄七郎兵衛

― 歴彩館
（43）
137

21 『祇園山鉾書(人)』 六角町 ― 文政10年 1827 竪帳 1冊 ― ― 北観音山保存会
（44）
136

22 「鷹山御神体人形図」 ― ― 天保2年 1831 掛幅 １幅 ― ― 鷹山保存会
（44）
136

23 「鷹匠人形他一式覚」 三条衣棚
館古531
-8126

天保3年6月 1832 切紙 1通 鷹山 ― 歴彩館
（47）
133

24 「鷹匠人形他一式覚」 三条衣棚
館古531
-8125

天保3年6月 1832 竪帳 1冊 鷹山 ― 歴彩館
（48）
132

25 「祇園会神事当家式目」 三条衣棚
館古531
-8117

文化6年 1809 竪帳 1冊 ― ― 歴彩館
（49）
131

26 「鷹山道具類預り覚帳」 三条衣棚
館古531
-8135

寅卯辰巳 ― 横帳 1冊 ― ― 歴彩館
（52）
128

27 「鷹山修復中神事省略願書」 三条衣棚
館古531
-8051

午5月 ― 状 1通 鷹山町年寄
雑式四座御

衆中
歴彩館

（58）
122

28 「人形樽負殿ノ由来下書」 三条衣棚
館古531
-8137

― ― 状 1通 ― ― 歴彩館
（58）
122

29 『祇園会鉾記』 ― ― ― ― 竪帳 1冊 ― ― 歴彩館
（59）
121

掲載頁形態 員数史料名No. 所蔵
差出人

／作成者

時代
史料群名 番号 宛先
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（２） 鷹山に関する文献史料 

 

目次 

 

文献 1 「祇園会山鉾事」永禄 3年（1560） ----------------------------------- （1）179 

文献 2 『祇園祭会図偈』正徳 6年（1716） ----------------------------------- （1）179 

文献 3 「鷹山かざり物覚」〈三条衣棚 7975〉宝暦 6年（1756） ------------------ （1）179 

文献 4 『祇園会細記』宝暦 7 年（1757） ------------------------------------- （2）178 

文献 5 「預物･蔵入置物留帳」〈三条衣棚 8097〉宝暦 8年（1758） --------------- （3）177 

文献 6 「見送り縫寄附帳」〈三条衣棚 8098〉明和 3年（1766） ------------------ （6）174 

文献 7 「車新調代銀二ツ割証文」〈三条衣棚 7982〉安永 5年（1776） ------------ （7）173 

文献 8 「鷹山家台修復」〈三条衣棚 8102〉天明元年（1781） -------------------- （8）172 

文献 9 「祇園会入払帳」〈三条衣棚 8096〉天明元年（1782） ------------------- （36）144 

文献 10 「鷹山人形･飾付一式覚」〈三条衣棚 8103〉天明 2 年（1782） ------------ （37）143 

文献 11 「鷹山人形･飾付一式覚」〈三条衣棚 8105〉天明 5 年（1785） ------------ （37）143 

文献 12 「鷹山餝付書上」〈三条衣棚 7995〉寛政 5 年（1793） ------------------- （38）142 

文献 13 『祇園会山飾附品』寛政 5年（1793） -------------------------------- （39）141 

文献 14 「口上覚」〈三条衣棚 8109〉寛政 10年（1798） ------------------------ （39）141 

文献 15 「山飾附之事」〈三条衣棚 8111〉享和 3 年（1803） --------------------- （40）140 

文献 16 『増補祇園御霊会細記 参』文化 11年（1814） ------------------------- （40）140 

文献 17 『祇園会山鉾装鈔』（十四日部）文政元年（1818） ---------------------- （41）139 

文献 18 「鷹山屋根塗一式ほか取替届書案」〈三条衣棚 8002〉文政 3年（1820） --- （42）138 

文献 19 「鷹山屋根塗一式ほか取替届書案」〈三条衣棚 8003〉文政 3年（1820） --- （43）137 

文献 20 「鷹山破損につき口上書」〈三条衣棚 8122〉文政 10年（1827） ---------- （43）137 

文献 21 『祇園山鉾書（人）』文政 10 年（1827）------------------------------- （44）136 

文献 22 「鷹山御神体人形図」天保 2 年（1831）------------------------------- （44）136 

文献 23 「鷹匠人形他一式覚」〈三条衣棚 8126〉天保 3年（1832） --------------- （47）133 

文献 24 「鷹匠人形他一式覚」〈三条衣棚 8125〉天保 3年（1832） --------------- （48）132 

文献 25 「祇園会神事当家式目」〈三条衣棚 8117〉文化 6 年（1809）以降 --------- （49）131 

文献 26 「鷹山道具類預り覚帳」〈三条衣棚 8135〉未詳 ------------------------- （52）128 

文献 27 「鷹山修復中神事省略願書」〈三条衣棚 8051〉未詳 --------------------- （58）122 

文献 28 「人形樽負殿ノ由来下書」〈三条衣棚 8137〉未詳 ----------------------- （58）122 

文献 29 『祇園会鉾記』未詳 ------------------------------------------------ （59）121 

 

京都府立京都学・歴彩館所蔵「三条衣棚町文書」（館古 531）に属する文書については、文書名の後に〈三条衣棚（文書

番号）〉と記した。 
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（３） 御神体人形意匠対照表 

 

凡例 

一、[ ]内、史料番号は、文献史料集の史料番号に対応する。  

一、[文献 22]については、絵画の注記であるため、絵画としての情報を総合して記した。 

一、本表は、京都市文化財保護課 山下絵美が作成した。  

[文献3] [文献4] [文献10・11] [文献12] [文献13] [文献16]

宝暦6年(1756) 宝暦7年(1757)
天明2年(1782)
天明5年(1785)

寛政5年(1793) 寛政5年(1793) 文化11年(1814)

「鷹山かざり物覚」 『祇園会細記』 「鷹山人形・飾付一式覚」 「鷹山錺付書上」 『祇園会山鉾飾附品』 『増補 祇園御霊会祭記 参』

小袖 紺地朝鮮錦 紺地の朝鮮にしき 紺地朝鮮錦

袴 指貫文白 あさぎ八ツ藤のさし貫 指貫浅黄地紫轡唐草 刺貫浅黄紫轡唐草 刺貫浅黄地□紫 あさぎ八藤さし貫

上着 狩衣ひわ色紗金 狩衣ひわ茶紗巾 狩衣紗金黒紅鴛鴦番絵 狩衣紗金黒紅鴛鴦番絵模様 狩衣黒紅色紗金模様鴛鴦蛮絵 狩衣紺地紗金

腰帯 腰帯繻子金置紋

衿

烏帽子 折烏帽子 烏帽子

鷹

中啓

籠

小袖 小袖鳶色朝鮮錦 鳶色朝鮮にしき 鳶色朝鮮錦

袴 袴綾嶋 嶋綾袴 嶋綾袴 下ばかま

上着 水干かは色紗金 水干栗皮いろの紗巾 水干紗金松重鸚鵡番絵 水干紗金松重色鸚鵡番絵 松重色紗金鸚鵡蛮絵模様水干 萌黄地紗金水干

腰帯 石の帯金入

衿ほか

烏帽子 侍烏帽子 烏帽子

小袖 小袖鳶色朝鮮錦 鳶色朝鮮にしき 鳶色朝鮮錦

袴 指貫萌黄純子 さしぬき浅黄純子 袴うね精好紫裳濃 袴うね織情好紫裳濃 袴□好紫裳濃 下袴

上着 水干か□色紗金 水干赤地の紗巾 水干紗金松重鸚鵡番絵 水干紗金松重色鸚鵡番絵 水干松重色紗金鸚鵡蛮絵模様 萌黄地紗金水干

腰帯 石の帯金入

衿

烏帽子 侍烏帽子 烏帽子

ほか 中啓

天明２年(1782) 天明８年(1788) 寛政10年(1798) 文化7年(1810)

山新調、後屋台を付けて巡
行

天明の大火で罹災　以後舁山
にて巡行

曳山に復する。屋根形は天明
2年の形式を踏襲

前後家台の形式を廃し、大屋根
に

[文献8] [文献17] [文献14] [文献23.24]

〈衣8102〉 〈衣8109〉 〈衣8125.8126〉

[文献25]

文化6年(1809)以降

「祇園会神事当家式目」

木綿胴着　　　　　弐ツ

紺地朝鮮龍錦小袖　壱

鳶色地同　　　　　壱

黒紅鸚鵡狩衣　　　壱領

松重色水干　　　　弐領

袴付　　　　　　　三ツ

綾指貫　　　　　　壱

石帯　　　　　　　三

裾裳袴　　　　　　壱

柳條綾袴　　　　　壱

木綿下結　　　　　三

白地雲龍錦　　　　壱

古狩衣水干　　　　三領

　子年改飾

朱珍指貫　　　　　壱領

古小袖　　　　　　三着

衣装

衣装

犬遣

鷹遣

樽負

衣装

ほか
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[文献17] [文献21] [文献22] [文献23・24] ― ―

文政元年(1818) 文政10年(1827) 天保2年(1831) 天保3年(1832) 昭和47年(1972) 平成19年(2007)

『祇園会山鉾装鈔』
『祇園山鉾書』(人)

(六角町文書)
「鷹山御神体人形図」 「鷹匠人形他一式覚」

京都市文化観光局文化財保護課発
行『祇園祭山鉾由緒及びその付属
品目録第三集(五基分)』昭和47年3
月

調査

紺地朝鮮錦 紺地朝鮮錦 紺地宝尽文様錦裏吹(袖口黒) 紺地楽器模様朝鮮錦着附 白木綿地朽木松竹梅墨摺文小袖 白木綿地朽木に飛鷹文様青墨色摺染

浅黄八ツ藤サシヌキ 浅キ八ッ藤ノ差貫 浅黄地丁字立脇文様綾刺貫 浅黄丁字立脇(分)綾 白木綿地朽木墨摺文袴 白木綿地八ツ藤丸ノ丸文様墨色木版染袴

紺地紗金狩衣 狩衣ヒワ茶 葡萄色地鴛鴦丸文様金襴狩衣(露白) 黒紅鸚鵡丸金沙(紗) 白木綿地朽オオム墨摺文狩衣 白麻地抱鸚鵡ノ丸文様青紫色摺染狩衣(単衣)

白木綿、垂部は白金襴木瓜文様 帯

赤 萌黄緞子掛衿 浅葱色絹絖地掛衿

折烏帽子 折烏帽子 烏帽子、紫紐 風折烏帽子 風折烏帽子(紫染丸打房付組掛掛緒付)

木彫胡粉彩色鷹 木彫胡粉彩色鷹(朱房紐付)

花の丸文黒骨蒔絵付 花の丸文黒骨蒔絵付(朱房紐付)

竹編製 入竜 竹編製(紫・白色撚紐付)

鳶色朝鮮錦
煤竹茶朝鮮裏吹錦花ニチリクモ丸龍模様、
袖口黒

鳶色雲丸龍朝鮮錦着附 白木綿地朽木墨摺文小袖 白麻地朽木に松竹梅文様紫色摺染

下袴 茶白萌黄ホノ差貫白水、木瓜文様 柳条綾 白木綿地朽木墨摺文袴 白麻地朽木文様紫紺色摺染直垂袴

水干萌黄地紗金 萌黄地鸚鵡丸文様金焼箔金襴 萌黄鸚鵡丸金沙(紗) 白木綿地抱オオム墨摺文直衣上 白麻地抱鸚鵡丸文様墨摺染直垂

白木綿、垂部は紺菊桐唐草古出 帯

〔下着〕白地惣金本金錦襦
〔襦袢〕赤衿

萌黄緞子掛衿 萌黄緞子掛衿

侍烏帽子 侍烏帽子
烏帽子(舟形)、萌黄組紐、後紐萌黄、
「此紐」花色と白弐筋

侍烏帽子 侍烏帽子

鳶色朝鮮錦 朝鮮錦キ 煤竹茶朝鮮裏吹(袖口黒) 鳶色雲丸龍朝鮮錦着附 白木綿地雲龍丸墨摺文小袖 白木綿地雲龍丸文様墨摺染

下袴 指貫浅キ純子 絽ヒトエ丁子引裾黒袴秋艸模様袴 白宇根織裾紫水干 白木綿地八ツ藤墨摺文袴 白木綿地朽木文様墨色木版染直垂袴

水干萌黄地紗金 赤地水干 薄萌黄地鸚鵡丸文様焼金箔金襴水干 萌黄鸚鵡丸金沙(紗) 白木綿地抱オオム墨摺文直衣上 白木綿地抱鸚鵡文様青紫色摺染直垂

白木綿、垂部は紺菊桐唐草古手 同共裂当帯 同共裂当帯

萌黄緞子掛衿 萌黄色掛衿

侍烏帽子 侍烏帽子 侍烏帽子 侍烏帽子

金地若松ニ白梅ノ画

文政３年(1820) 文政10年(1827)

屋根塗・金物・二番水
引・欄縁・総角・房掛を
新調

休み山に

[文献18.19]

[文献26]

年未詳

「鷹山道具類預り覚帳」

井筒屋徳兵衛預り

衣装箱

一古狩衣水干　　　 七

一古刺貫袴　　　　 五

一綾嶋古切　　　 　壱切

一古小袖　　　　 　三

一紙入　　　　　　 弐

一石帯　　　　　　 四

一木綿胴着　　　　 弐

一紺地朝せん錦小袖 一

一鳶色同　　　　　 弐

一黒紅紗金狩衣　　 一

一松重同水干　　　 弐

一ゑり付　　　　　 三組

一石帯　　　　　 　三

一綾刺貫　　　　 　壱

一すそご袴　　　 　一

一綾鳶袴　　　　 　一

一木綿下ぐくり　 　三

一白地金乱床懸水引 壱
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（４） 懸装品意匠対照表 

  

[文献3] [文献4] [文献10・11] [文献12] [文献13]

宝暦6年(1756) 宝暦7年(1757)
天明2年(1782)
天明5年(1785)

寛政5年(1793) 寛政5年(1793)

「鷹山かざり物覚」 『祇園会細記』
「鷹山人形・
飾付一式覚」

「鷹山飾付書上」 『祇園会山鉾飾附品』

前屋台 紅地丸龍紋錦 紅地にしき丸龍
猩々緋雲王之縫
鰲山禅師之画

後屋台 金花布

見送下:紅より糸

花氈阿蘭陀惣びらうど
のごとし

毛織り天鵞織花氈
縁猩々緋縫

毛織り天鵞織絨氈
縁猩々緋縫

毛織天鵞織絨氈
縁猩々緋縫

唐花せん、縁猩々緋
形付猩々緋

三方とも綴氈
毛織り天鵞織花氈
縁猩々緋蛮画縫

毛織り天鵞織花氈
縁猩々緋蛮画縫

毛織天鵞織絨氈
縁猩々緋縫人物有

茶地龍紋ゑそ錦
縁黒ひろうど

①唐縫唐獅子。獅子吼
三字金糸。②鳥づくし
惣ぬひ紅にしき、縁
付。③茶地にしき木瓜
龍黒天鵞絨へりつき。

漢縫花鳥
縁猩々緋雲鶴岩頭之縫

漢縫花鳥
縁猩々緋雲鶴岩頭之縫

漢縫花鳥
辺り猩々緋雲鶴岩頭之
縫

網かくし

金
具

金幣四本

天明２年(1782) 天明８年(1788) 寛政10年(1798)

山新調、後屋台を付け
て巡行

天明の大火で罹災　以
後舁山にて巡行

曳山に復する。屋根形
は天明2年の形式を踏襲

[文献8] [文献16] [文献13]

「祇園会入払帳」
〈三条衣棚8104〉

のうち
天明7年（1787）

染
織
品

ほ
か

天水引

房

前懸

胴懸

後懸

見送

天井幕

網隠し

屋根

真松

金幣

欄縁

二番水引

染織品その他

金具

一番水引 紺地龍紋錦 紺地浪龍のにしき

三番水引

紅地にしき花扇 金地百花菊之唐織

紺地瀧龍蝦夷織 紺地瀧龍蝦夷織 紺地瀧龍蝦夷錦

白地大内古金襴形

紅地檜扇紋錦
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凡例 

一、[ ]内、資料番号は、文献史料集「No.」欄に対応する。 

一、〈三条衣棚（番号）〉は、京都府立京都学・歴彩館所蔵「三条衣棚文書」（館古 531）とその番号を示す。 

一、本表は京都市文化財保護課 山下絵美が作成した。 

 
  

[文献15] [文献16] [文献17] [文献23・24] [文献26] [文献25]

享和3年(1803) 文化11年(1814) 文政元年(1818) 天保3年(1832) 年未詳
文化6年(1809）

以降

「山飾附之事」
『増補祇園御霊会

細記 参』

『祇園会山鉾装鈔』
　

※点線下段は宵飾

「鷹匠人形
他一式覚」

「鷹山道具類
預り覚帳」

「祇園会神事
当家式目」

猩々緋雲鳳王縫
跡屋台:金廻龍
猩々緋鳳王

猩々緋鳳凰
藤之棚１
真向龍１

白地金更紗

地織雲麒麟

金地

紺地錦模様
唐松龍浪

猩々緋更紗形尽ク唐花
縫

金地菊

白地金襴

赤角房
花色総角
後屋台天水引総角３

浅黄総角
金糸総角
浅黄総角８
見送大房４

毛氈草花模様

毛織天鵞氈
縁猩々緋人物縫

四方とも毛氈
縁猩々緋紺糸異国人縫

四方とも毛緞通
縁猩々緋、紺花色糸
異国人人物縫、唐草蔓

毛氈蜀江形 常懸さらさ１ 新毛氈２

花色とんす 毛氈蜀江形 獅子吼１ 獅子吼１

漢縫花鳥
縁猩々緋雲鶴岩浪縫

花鳥唐縫
縁猩々緋

花鳥唐縫
縁猩々緋

花鳥縫結
漢縫１
獅子１

横縫花鳥１
獅子１(房共)

赤地錦 赤地錦 緋羅背板
跡屋台:扇ノ錦
丸龍

猩々緋１

緋金中２
猩々緋(紋共)
猩々緋２          瓜
ト巴紋２

見送赤縄４
猩々緋真木巻
白木綿左り巻

木綿日覆
猩々緋柱巻
花色木綿幕

鷹(赤総をつかみ翔る
形)

四方角留:鷹 紅房付
胴幕角留:蝙蝠 浅黄房
付

金幣頭金物４
釘隠し８

金幣之頭金物４

白幣付、枝に雉一羽
網隠しあり

白幣付、枝ニ雉一羽
網隠し

松巻白木綿

金幣四本 金幣四本 金幣　紅房付
金幣留メ紐４
金幣紅大総角

金幣萌黄真田間紐２大
１箱
小１箱

黒塗無地

黒塗りかなもの有

黒塗滅金金物
金箔置前後草木花極彩
色
屋根裏垂木間金箔置
源章画

惣黒塗破風裏宗金前後
草花粉色軒裏宗無地金
宗金物滅金

文化7年(1810) 文政３年(1820) 文政10年(1827)

前後家台の形式を廃
し、大屋根に

屋根塗・金物・二番水
引・欄縁・総角・房掛
を取り替える

休み山に

[文献23.24] [文献18.19]

跡屋台:真向獅子雨具
表屋台:藤棚
金地菊
白地大内桐
紺地龍
金襴帯刀

金地麒麟４
猩々緋縫４
白地大内桐４
紺地龍１(天保２年売払
出入帳ニ入有之)
唐織菊１

「祇園会入払帳」
〈三条衣棚8116〉

のうち
文化9年（1812）

猩々緋雲ニ鳳凰縫

金地麒麟錦

菊模様唐織
紺地錦模様
唐松龍浪等

猩々緋唐花縫

白地大内桐唐草金乱白地大内桐金襴

猩々緋雲鳳凰縫 猩々緋雲鳳皇縫

紺地唐松滝龍一華錦 地をり金地雲ニ麒麟縫

金地菊模様
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